































































に「Forum on Fire 
Safety in Asia （FF 
SA）」（ht tp : / / gcoe .
t u s - f i r e . c o m / e n g /
ffsa/）という英語の
ページが存在しま
す。この英語ページ
内（http://gcoe.tus-fire.com/eng/ffsa/?cat=3）で
は，東アジアの火災を検索する機能が使える
のですが，日本語ではこの機能を使えるペー
ジが設けられていません。逆に，「消防法令
の改正経過の検索機能」等，日本語のページ
にだけにしか機能が使えないものがありま
す。
種明かし
日本語ページと英語ページが対称ではない
ホームページは，日本には多く存在すると思
いますが，英語版の方が充実しているページ
が作られているのがセンターのホームページ
の特徴だと思います。これは，研究科が文科
省グローバルCOEの成果としてセンターか
ら成長してきた過程で，海外からの留学生に
対して英語で情報を提供する必要性から英語
ページが当初設置・運営され，「専門知の共
有に基づくアジアの火災安全情報拠点の形
成」を目指すためには，英語ページの充実が
不可欠だったからだと思っております。
とはいえ，現在のホームページは，日本語
と英語とのページの間のバランス調整が必要
な段階にあると感じているのですが，研究科
の組織改編などがひと段落するまで，今しば
らくは，見直しに着手できないでおります。
おわりに
日本語ページにだけ「火災談論室」なる電
子会議室を今年になって追加しました。議論
のページを運営する経験を積むためです。成
長してくれることを願っております。
研究科のホームページのお世話をさせてい
ただくことになって，１年が経とうとしてい
ます。「研究対象の火災が社会科学・人文科
学の分野の知識が重要な知識として役立つほ
どに総合的で複雑な領域である。しかも，火
災の頭に『国際』が付いているからさらに複
雑でもしかたないだろう」という言い訳をし
なければならないほど，現在のホームページ
は迷路状態になっております。改組がひと段
落したら，交通整理したいなと願っておりま
す。願うことばかりが多いという現状をお話
しして，「明日に乞うご期待」ということで
研究科ホームページの紹介を終えさせていた
だきます。
図２　火災科学研究センター日本語トップページ
